
　

神
経
内
科
で
は
脳

梗
塞
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
、
て
ん
か
ん
な

ど
、
脳
や
神
経
の
疾

患
の
診
療
を
行
い
ま

す
。
手
足
の
ふ
る
え
や
し
び
れ
、
歩
行

障
害
、
構
音
障
害
、
頭
痛
、
め
ま
い
な

ど
の
症
状
に
つ
い
て
必
要
な
検
査
・
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
緊
急
の
頭
部
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

が
可
能
で
あ
り
、
脳
卒
中
に
つ
い
て
は
そ

の
日
の
う
ち
に
診
断
で
き
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
脳
波
、
筋
電
図
検
査
、
超
音
波
検

査
、
髄
液
検
査
な
ど
行
い
ま
す
。

　

内
服
や
点
滴
で
治
療
可
能
な
場
合
は
、

神
経
内
科
で
治
療
し
ま
す
。
手
術
な
ど

が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
脳
神
経
外

科
な
ど
外
科
系
の
科
に
紹
介
し
ま
す
。

　

神
経
内
科
は
歴
史
が
浅
く
、
馴
染
み
の

な
い
人
も
お
ら
れ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
高
齢
化
と
と
も
に
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
く
る
科
で
す
。
こ
れ
ら

の
補
助
診
断
法
も
参
考
に
す
れ
ば
、
よ
り

的
確
な
薬
物
治
療
が
で
き
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
で
評
価
す
る
試
み

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
の
先
生

方
と
連
携
関
係
を
密
に
し
な
が
ら
、
泉

州
地
域
の
患
者
さ
ん
に
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

　
　
　

麻
酔
科

　

診
療
局
長
補
佐
兼
中
央
手
術
室
長
兼
麻
酔
科
主
任
部
長

小
林
俊
司

　
　
　

神
経
内
科

　

認
知
症
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
兼
部
長

　

宗
田
高
穂

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）

　

麻
酔
科
は
手
術
麻
酔
、
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
疼
痛
外
来
）

を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
ほ
か
、

集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
や
院

内
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
な
ど
に

対
し
、
必
要
に
応
じ
た
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10

人
の
日
本
麻
酔
科
学
会
専
門
医
も
し
く
は
指
導
医
を

中
心
に
、
総
勢
14
人
の
ス
タ
ッ
フ
（
常
勤
医
10
人
、

非
常
勤
医
１
人
、後
期
研
修
医
３
人
）
で
構
成
さ
れ
、

２
０
１
７
年
度
の
年
間
総
麻
酔
件
数
は
２
，
９
７
６

件
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
麻
酔
管
理
と
は
、
手
術
中
の
麻

酔
を
安
全
に
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
術
前
・
術
後

ま
で
含
め
た
、
い
わ
ゆ
る
「
周
術
期
」
に
お
い
て
、

一
貫
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。 

患
者
さ
ん
へ
の
丁
寧
な
術
前
診
察
や
説
明
、
詳
細
な

麻
酔
計
画
か
ら
始
ま
り
、
安
全
第
一
で
質
の
高
い
麻

酔
管
理
、
術
後
の
適
切
な
鎮
痛
と
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
麻
酔
管
理
を
お
約
束
し
ま
す
。

　

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
疼
痛
外
来
）
は
、毎
週
月
・

水
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
中
、
日
本
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
学
会
専
門
医
３
人
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
肩
凝
り
、腰
痛
、三
叉
神
経
痛
、帯
状
疱
疹
（
ヘ

ル
ペ
ス
）
痛
、
脳
卒
中
後
痛
、
遷
延
す
る
術
後
痛
、

四
肢
血
行
障
害
性
疼
痛
（
レ

イ
ノ
ー
症
候
群
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
な

ど
）、
が
ん
性
痛
な
ど
の
慢
性

痛
に
対
し
て
治
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
り

ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
麻
酔
科
」

の
項
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

対
象
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

問
診
、
血
液
検
査

対
象　

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

に
相
当
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
、
今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

直
接
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
指
定
医
療
機
関

（
昨
年
の
広
報
５
月
号
に
掲
載
）
へ

※
受
診
無
料

【
骨
粗
鬆
症
検
診
】

問
診
、
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
骨
量
測

定対
象　

受
診
当
日
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
市
民

自
己
負
担
金　

５
０
０
円

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
９
・
３
１
１
１
）

い
ず
れ
も

受
診
回
数　

３
月
末
ま
で
に
１
回

持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
）

※
自
己
負
担
金
減
免
制
度
あ
り
。
詳

し
く
は
健
康
推
進
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

水
道
基
本
料
金
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
等
基
本
料

金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

高
齢
介
護
課

22広報いずみさの 平成31年1月号

泉佐野市H31年1月号.indb   22 2018/12/14   10:32:17



人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

 

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

つ
い
て

　

平
成
28
年
12
月
16
日
に
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）」
が
施
行

さ
れ
、
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
国
民
に

基
本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す
る
日

本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部

落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
部
落
差

別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
を

ふ
ま
え
、
引
き
続
き
部
落
差
別
の
解

消
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
す
る
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

 

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

あ
い
あ
い
講
座

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
と

外
国
人
住
民
の
人
権
」

〜
市
民
・
行
政
の
役
割
を
考
え
る
〜

　

平
成
28
年
6
月
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
外

国
人
住
民
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

言
動
を
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
行

為
と
し
て
、
解
消
の
た
め
に
国
・
地

方
自
治
体
・
国
民
の
責
務
な
ど
を
定

め
た
も
の
で
す
。
こ
の
法
律
を
生
か

し
、
外
国
人
住
民
が
等
し
く
人
権
を

保
障
さ
れ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
、

何
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

１
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

文ム
ン　

公ゴ
ン

輝フ
ィ
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人 

多
民
族
共
生
人
権
教
育
セ
ン
タ
ー
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
22
日
㈫
ま
で

に
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ｅ
メ
ー

ル（
住
所
、氏
名
、電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

年
代
を
記
入
）
で
人
権
推
進
課
へ

※
受
講
無
料

拉致問題を考える国民の集い in 大阪
　我が国の喫緊の国民的課題である北朝鮮による日本人
拉致問題の解決に向けて、拉致問題に対してみなさんに
より一層の関心を持っていただき、世論の高まりをめざ
して開催します。拉致被害者家族の訴え、拉致問題につ
いての講演、ミニコンサートなどを行います。
日時　1月26日㈯ 午後2時～4時
場所　エル・おおさか（大阪市中央区北浜東3-14）
定員　700人（先着順）
申込・問合先　1月17日㈭（当日消印有効）までに往復
はがき、FAX、インターネット（大阪市電子申請システム）
で住所、氏名（ふりがな）、電話番号（FAXの場合はFAX
番号も）、同伴者の氏名（ふりがな）、手話通訳などが必
要な人はその旨を記載し、〠530-8201 大阪市北区中
之島1丁目3-20 大阪市市民局人権企画課（☎06-6208-
7619 Fax06-6202-7073）へ
※参加無料。往復はがきで申し込む場合は、返信の表面
に自分の住所、氏名、郵便番号を記入してください。
　詳しくは、ホームページ（http://www.city.osaka.lg.jp/
hodoshiryo/shimin/0000450201.html）をご覧ください。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広

告
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